
雪氷写真館� ブータン・ガンジュラ氷河における質量収支観測 /
Surveys on Gangju La Glacier, Bhutan

雪氷 76 巻 1 号（2014） i

写真 1 2013 年 10月に実施したアイスレーダ観測．

写真 2 2012 年 10 月の下山時．我々の隊に限らず，頻繁に馬や

ヤクのキャラバンの往来がある．



ブータン・ガンジュラ氷河における質量収支観測

名古屋大学・雪氷圏研究室では 2012 年より，ブータンヒマラヤのガンジュラ

氷河にて質量収支の観測をおこなっている．この氷河は地元民が頻繁に往来する

峠に位置していることから，アクセスしやすい一方，設置したステークの多くが

（おそらくは地元民によって）失われてしまう．このため，ステーク法による観測

の他，干渉測位GPSによる測量もおこなうことで，氷河の変動量を把握してい

る．2013 年にはアイスレーダによる氷厚観測を実施したが，予想よりも厚かっ

たため良好なデータを得ることができなかった．2014 年の観測では，異なる周

波数のアンテナによる再度の観測を予定している．
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写真 3 電動ドリルによる質量収支観測用のステーク設置．


